
ホームルーム活動 人権教育  

就職差別の問題を考えることにより人権感覚を磨く 
 

令和３年７月１９日（月）３年生を対象とした就職差別の問題を考えることに

より人権感覚を磨くと題して人権教育を行いました。 

 

９月１６日（木）からの就職活動に向けて、避けては通れない面接の中で、以

下の事柄について認識を深めました。 

 

・本人の能力や適性を確認 

・家や家族のことは本人に関することではない 

・個人情報や関係のない質問 

・仕事を行うための適正、意欲の確認 

・親の仕事⇒差別につながる 

 

この授業により、全ての受験生が不利益を受けることなく、希望する職種に、

就職できることを願っています。 

 

  


